
第49号
平成27年（2015年）10月1日発行

発　行　 米子市自治連合会
　　　　 （事務局 米子市企画部市民自治推進課内） 編　集　 『自治連よなご』編集委員会

米子市自治連合会　平成27年度定例総会開催
５月 16日（土）米子市文化ホールを会場に定例総会を開催しました。表彰や事例発表、事業計画等決定、
新年度役員選出などが行なわれ、今年度のスタートとなりました。

■表彰状贈呈（自治会長20年在任）１名
　　福米西地区（上谷３区自治会）　　　　門脇　和夫　氏

■感謝状贈呈（自治会長10年在任）10名
　　啓 成 地 区（博労町３丁目１区自治会）	浜田　幸夫　氏
　　啓 成 地 区（糀町２丁目西区自治会）	 安藤　　享　氏
　　明 道 地 区（四日市町自治会）	 笹鹿　精志　氏
　　義 方 地 区（灘町２丁目西区自治会）	 安達　哲郎　氏
　　車 尾 地 区（観音寺新町１丁目自治会）	佐々木惇敏　氏
　　福米東地区（山地１区自治会）	 種田　　操　氏
　　福米東地区（山地３区自治会）	 藤谷　幸郎　氏
　　福米東地区（米原３区自治会）	 石田　　徹　氏
　　福米東地区（前地１区自治会）	 門脇　俊次　氏
　　和 田 地 区（和田10区自治会）	 杵築　　猛　氏
■事 例 発 表　啓成地区　啓成コミュニティ　　和田地区　和田町まつ守り隊
　　　　　　　　春日地区　ホタルネット春日
　＊前年度鳥取県頑張る住民自治活動表彰受賞団体

　ごあいさつ
米子市自治連合会　会長　松本　　眞　

　今年度の改選により、米子市自治連合会長を努めさせていただくことになりまし
た夜見地区自治連合会長の松本眞でございます。微力ながら職務を全うしたいと思
いますので、会員の皆様並びに関係各位のご指導ご協力を賜りますよう切にお願い
申し上げます。

　戦後70年、昨今、人口が大都市に集中し、地方では人口減少、少子高齢化という急速な環境の変
化が起きており、米子市も例外ではありません。隣近所の付き合いが希薄になりつつあると感じられ
る状況の中、防犯、防災環境整備、子育て支援、伝統行事の継承などの課題を解決するため、自治会
の果たすべき役割はますます重大であると思います。担い手不足、関心が低いなど自治会自体の悩み
を乗り越えて、「地域のことは地域で守る」という強い思いをもって共に助け合い支え合うことが、
まちづくりにつながるものと確信しています。地方創生の源はここにあると思います。



魅力いっぱい！
自治会活動!!

住吉地区防災フェスティバルの実施について
住吉地区　防災協議会会長　森田　孝徳

　平成27年７月25日、住吉地区は「昨今の地震・津
波・原発・異常気象による豪雨等」の各種災害の発生
に際し、地区内住民の方々を如何にして、あるいは何
をすれば被害を最小限にすることができるかとの思い
から、自主防災組織を立ち上げその一つの活動として
地区内全住民の方に今まで以上に「防災への関心・意
識を持っていただく」ことを目的に「地域防災フェス
ティバル」を計画しました。
　当日は天候にも恵まれ、地区内12の自治会より約
450名の参加を得て、起震車の搭乗体験、消防自動車
への搭乗、応急救護・搬送訓練、煙対応訓練、水消火
訓練等と、参加された方をグループ編成にして、でき
る限り多くの種目が体験・訓練できるようにしました。
また、これと並行して非常食の炊飯を行い、参加者全
員が試食をする中で自助・共助の大切さを学び、初め

河崎新田桜まつり【4月5日㈰開催】
河崎地区　河崎新田自治会長　遠藤　正夫

　弓浜半島の付け根にある河崎地区は、米川開削とと
もに新田開発が進み、農業が盛んな地区になりました。
そして農業の神様でもある出雲の日御碕神社の分霊を
河崎新田地域の守護神とすることにし、1844年神社
ができ、およそ100年後の昭和55年神社を建て直し
ました。これを記念して桜50本を植樹し、毎年見事

て試みました防災フェスティバルを無事に終えること
ができました。
　今後は、住吉地区民の方々の防災意識が更に高まり、
それが各自治会の自主防災組織の立ち上げ、活動へと
繋がり「安心・安全な人づくり、地域づくり」がより
一層進むように取り組みたいと考えております。
　なお、今回の行事に快くご協力をいただきました、
米子市役所（防災安全課）、米子消防署（予防課）、関
係企業等の
皆様へ紙面
をかりてお
礼申し上げ
ます。

な花を咲かせています。
　そして、河崎新田自治会では、地元の人たちの交流
の場にしようと毎年４月はじめに桜まつりを開催して
います。今年も会場には、地元の若い人達や婦人達が
つくる焼ソバ、焼イモ、炊き込みごはん、そしてビー
ルなどを販売する屋台ができ、大勢の人達でにぎわい
ました。舞台ではゴスペルグループによる楽しい歌を
はじめ、安来節、日本舞踊、カラオケなども披露され、
会場を訪れた人達は満開の桜を見ながら楽しいひとと
きを過ごしていました。
　この桜まつり、いまでは他の地域から多くの人達が
訪れるようになり、地域内外の人々の交流の場になっ
ています。
　なお、河崎新田自治会は、地域の交流強化を活動の
柱の一つにしており、春の桜まつりの他、毎年８月下
旬に地域内の親子を中心としたソーメン流しと花火大
会を開催しており、昨年は70人が参加しました。ま
た自治会活動や老人会など各団体の活動などを写真で
紹介するＡ４版の「新田だより」を毎月発行し、地域
の交流のための話題づくりを行っています。
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会席・折詰・仕出し
大小宴会場完備
マイクロバス送迎

米子　乃むら 検索
ホームページからもご予約できます

米子市尾高1641
電 話27-3377http://nomura.sanin.jp/

歩いて、見て、わが町を知りましょう！
富益地区　自治連合会長　手島　　博

　富益ふるさと散策を第１回３㎞、第２回５㎞のコー
スで歩きました。小学校変遷の跡地や米子市指定有形
民俗文化財の芋塚などを講師の案内で地元の歴史を学
びました。
【第１回の約３㎞の行程表】
　富益公民館⇒富益神社⇒富楽寺⇒地主さん⇒
　火峯大明神⇒牛頭天王社社⇒祇園神社⇒富益公民館
【第２回の約５㎞の行程表】
　富益公民館⇒龍王神社⇒弓ヶ浜展望台⇒
　見益小学校跡⇒弓ヶ浜駅⇒うだつのある屋根
　（長谷川邸）⇒杉谷荒神社⇒富益神社⇒芋塚、
　富益元元祖塔⇒富益小学校跡⇒富益公民館
　開村306年にあたる富益町は弓ヶ浜で最も遅れて
17戸の先駆者が荒地を開拓し、現在に至っています。
富益神社は明治元年神宮号廃止に伴い、荒神宮、大神
宮も総称して「富益神社」と改称し因幡伯耆国開運八
祀巡りの中、参拝者も多くあります。神社境内には「富

第49回ホタル研究会
　　鳥取県よなご大会について

全国ホタル研究会よなご大会実行委員会
ホタルネット春日　谷本　龍夫

　全国ホタルネット研究会はホタルの研究者、保護・
保全活動をする個人や団体が、毎年１回全国各地で研
究・活動事例発表と交流会を行っていて約50年の歴
史があります。発表は小学生から大学教授まで様々な
人が参加しています。
　本大会を来年７月１日～３日まで、米子コンベンシ

益邨元元祖塔」、「井戸正明大人碑」が明治41年に建
立されている。弓ヶ浜には11基の芋代官碑があり食
糧難を救っている。荒神社、稲荷社、恵毘須社も神社
内に祀られている。町内には牛頭天王社、祇園神社、
龍王宮、杉谷神社、農業、漁業、疫病から守る等、色
々な神社がある。富楽寺、祖霊社、金光教等の他宗教
も祀られている。
　小学校も富益、夜見統合が２回されていて、現在は
弓ヶ浜小学校となっている。旧家のうだつのある屋根
の見学等、町内の歴史で知らないことの多さに驚きよ
い勉強になりました。

ョンセンターを主会場に鳥取県よなご大会として開催
いたします。実行委員会は平井知事を名誉会長、野坂
市長、山根西部総合事務所長を名誉副会長に就任して
いただいて、実行委員は鳥取県西部のホタルネットワ
ーク米子市、南部町、日南町、江府町の会員が協働し
て行います。
　米子市で１番の米作地域にあるホタルネット春日
は、蝶が舞い、カエルが鳴き、せせらぎの音が聞こえ、
ホタルが飛び交う、そんな原風景を取り戻すことを掲
げ、子ども達と共にホタルの復活を目指して活動して
います。今度の大会、ホタルネット春日は主会場を擁
し率先して運営にあたることになります。全員が一丸
となって遂行していく所存です。

　　ホタルの里づくりで！
　　　地域での輝きを！
　　　　子ども達へ夢を！
　鳥取の豊かな自然、乱舞するホタルの郷を、そして、
鳥取力を発信します。
　去る６月７日全国大会が開催された静岡県川根本町
で、野坂市長大会名誉副会長へ大会旗が引き継がれま
した。
　自治連合会には本大会へのご理解をいただきご支
援、ご協力をよろしくお願いいたします。



各種専門委員会の紹介

編 

集 

後 

記

　

我
が
家
の
愛
犬
を
連
れ
て

毎
日
散
歩
す
る
中
で
、
環
境

に
つ
い
て
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ

を
感
じ
ま
す
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
が
相
変
わ
ら
ず
あ
る
こ

と
。
農
道
脇
の
休
耕
地
、
松

林
道
路
沿
い
に
食
べ
物
の
滓

ビ
ン
、
カ
ン
を
一
緒
に
ス
ー

パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
の
不
法
投
棄
、
カ
ラ
ス
が

つ
つ
い
て
は
付
近
に
散
乱

し
、
環
境
委
員
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
員
さ
ん
が
後
始
末
を

し
て
い
る
状
況
で
す
。
他
町

の
人
が
車
か
ら
の
不
法
投
棄

と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
煙
草

の
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
が
目
に

付
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に

く
わ
え
煙
草
を
し
て
短
く

な
っ
た
ら
捨
て
る
、
携
帯
の

吸
殻
入
れ
を
持
参
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
犬
を

飼
う
家
庭
が
増
え
て
い
る
中

で
毎
日
の
散
歩
は
よ
い
こ
と

で
す
が
、
犬
の
糞
の
後
始
末

の
悪
い
人
が
多
く
見
ら
れ

る
。
一
応
袋
等
は
持
ち
歩
い

て
い
る
け
ど
人
目
に
つ
か
な

い
と
こ
ろ
で
は
知
ら
ん
振
り

を
し
て
い
る
人
、
ま
た
何
も

持
た
ず
に
散
歩
を
し
て
い
る

人
を
見
か
け
る
と
き
も
あ

る
。
毎
日
暮
ら
す
町
内
を
一

人
ひ
と
り
が
気
を
付
け
て
美

化
運
動
に
努
め
た
い
も
の
で

す
。

　

今
年
も
環
境
美
化
啓
発
立

看
板
の
申
込
書
が
届
い
た

が
、
早
く
看
板
の
な
い
町
に

し
た
い
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度

米
子
市
自
治
連
合
会

常
任
委
員（
各
地
区
自
治
連
合
会
長
）

の
み
な
さ
ん

啓　

成

瀨
川　

義
彦

明　

道

岡
田　
　

茂

就　

将

上
橋　

晃
治

義　

方 

○
杵
築　

俊
朗

住　

吉

森
脇　

卓
夫

車　

尾

高
野　

和
男

加　

茂

梅
林　

浩
史

河　

崎

北
村
軍
二
郎

福
生
東

安
井　
　

賢

福
生
西

福
景　

順
一

福
米
東

八
幡　

忠
義

福
米
西 

○
池
田　
　

弘

彦　

名 

○
木
村　

吉
春

崎　

津

武
良　

賢
治

大
篠
津

森
川　

弘
志

和　

田

田
邉　

忠
雄

富　

益

手
島　
　

博

夜　

見 

◎
松
本　
　

眞

成　

実

赤
本　

保
広

尚　

徳

小
椋　

康
史

永　

江

松
井　

克
英

五
千
石

渡
部　

武
男

　

巌　
 

○
妹
尾
多
紀
一

春　

日

内
田　

欣
男

大　

高

後
藤　

修
二

　

県

奥
田　
　

登

淀　

江

亀
田　

浩
二

　研修委員会（福景、高野、森川、渡部）
　人口の減少、少子高齢化が進んでいく中、地域
コミュニティの機能が低下していくことが容易に
予想されます。地域におけるつながりをより大切
にして、まちづくりの参考になる視察研修や講演
会等を企画してまいります。

　自治会活性化委員会（田邉、上橋、北村、赤本）
　近年、生活様式が多様化し、地
域でのつながりが希薄になって自
治会活動がしにくくなっている
今、自治会加入率の低下を防ぐた
め、自治会運営のあり方や、自治
会加入を促す方策をお示しするた
め活動しています。

　「自治連よなご」編集委員会
（手島、森脇、安井、内田）　自治連合会の活動や、地域の皆様方の自治会活動や行事などを

情報提供するこ
とで地域のつな
がりの重要性を
広めてまいりま
す。

◎
会
長　

○
副
会
長

がいな祭り募金へのご協力ありがとうございました。
　「第42回米子がいな祭」の開催にあたりまして、毎年格別なるご支援、ご協力を賜り誠にありがとうございます。
これもひとえに皆様方のご支援の賜物と心よりお礼申し上げます。
　本年も自治会を通じて変わらぬご支援を賜り、2,480,609円の募金をいただきました。厚くお礼申し上げます。


